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（別紙様式＝小学校用）
都道府県番号 ２

都道府県名 青森県

【 ①□ ②□ ③■ 】
＊重点をおいた観点にチェックすること

Ⅰ 学校名及び規模

学校名 青森県青森市立造道小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ４ ４ ４ ３ ４ ４ ０ ２３

児童数 ０ ７１６ ３２118 104 128 113 134 119

Ⅱ 研究の概要
（１） 研究主題

学ぶ知恵を身につけた子供を育てる学習指導のあり方

（２） 研究主題設定の趣旨

本校では、確かな学力を知識の量だけではなく、学ぶ方法や学ぶ意欲、学ぶ態
度等を含んだ「学ぶ知恵」としてとらえ、その具体的な子供像を次のようにとら
えている。
・問題を発見する子
・問題を解決する子
・学んだことを生かす子
・新しい考えや方法を求める子
・試したり工夫したりする子
児童の実態に応じた教材の開発や指導方法・指導体制の工夫をし、指導と評価

の一体化を目指した授業づくりをすることで 「学ぶ知恵」を身につけた子供を、
育てることができるのではないかと考え、実践を通して研究することとした。

Ⅲ 研究の概要（選択した観点を中心に記述すること）
（１） 研究推進体制の工夫

①研究推進委員会
研究主題や研究体制、研究の具体的事項等、研究の骨子に関わる内容につい
て検討し全体に諮るようにした。構成メンバーは、校長、教頭、教務、研修
主任、ブロック主任、家庭科・算数科主任。

②ブロック体制
学校課題解明のためのブロック体制を研究にも生かし、ブロックごとに研究
教科を決めて仮説検証を行った。その際、集中授業だけでなく、全員が仮説
検証のための指導案を作成し、授業を公開して研究を深めていった。

③中学校との連携
拡大校内研修会（国立教育政策研究所 木岡一明氏の講演 、授業参観や体）
験学習、学力分析や日常の学習態度に関わる情報交換をすることによって、
小学校における指導の重点化を図り、連携を深めていった。

（２） 研究の実際
学力の評価を生かした指導の改善
＊診断的評価を通して
標準化された学力検査の実施、分析、指導の改善
事前に行うレディネステストによる実態把握

＊形成的評価を通して
子供の自己評価を生かした支援
授業（単元）における形成的評価を生かした支援

（３） 研究の成果と課題
【成 果】
①診断的評価を通して

算数科においては系統性のはっきりしている教科であり、習ったことを使っ
て問題解決に取り組むことになる。既習事項をしっかり身につけているかどう
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か事前テストで把握することで、指導体制や指導方法の工夫を図ることができ
た。
例えば、既習事項の定着度が低い場合には、単元の導入場面に復習の時間を

２、３時間設けた。また、毎時間、既習事項を確認してから問題解決に取り組
ませるなど、指導計画の作成や指導法を工夫することができた。
そして、既習事項を生かした授業展開を心がけることで、単元終了後の児童
の自己評価では 「わり算の筆算が自分でできるようになった」という満足感、
や成就感を一人一人の児童に持たせることができた。

［４年生 本時の学習で既習事項を確認してから問題解決に取り組ませた例］

［４年生 わり算の単元終了後の児童の自己評価より］

項 目 １組 ２組 ３組 合計(％)

わり算の筆算がどんどんできるようになっ １１ １７ １２ ４０
た

わり算の筆算の仕方が分かり、自分ででき
るようになった １６ １２ １２ ４０

時間はかかるけど、前よりも自分でわり算
の筆算ができるようになった。 ７ ５ ８ ２０

②形成的評価を通して
算数科においては特に、自力解決場面で自分で間違いに気づいたときには消

しゴムで消さず、×を付けて思考の跡が残るようなノート指導に取り組んでき
た。
その結果、個別指導において児童の思考の流れに沿いながら、つまずきに対

して適切な手立てを講じることができた。
また、結果だけでなく、学びの過程を把握することができるので、個々につ

いて学ぶ方法や意欲、態度等を含めた評価ができ、指導と評価の一体化を図る
ことができた。
さらに、児童にとっても自分の思考の道筋が確認でき、どこでつまずいたの

か、どうしたらできるようになったのか学習を振り返り、自己評価能力を高め
ることにつながった。
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［３年生 児童のノートから］

③少人数指導のよさを生かした指導を通して
きめ細かな目配り（評価）ができ、一人一人を授業の中で生かすとともに作業
的な学習をより多く取り入れることにより「勉強がわかった」という児童が増
えた。

【課 題】
①算数科において数学的な既習事項の定着だけでなく、各教科の学習を支える読

、 、 。み 書き 計算の確かな定着を図るための全校体制での取り組みが必要である
②算数科においてノート指導を通して指導と評価の一体化を図ってきたが、それ

。 、 、を他の教科等にも発展させていく また その他の評価方法についても検討し
評価の信頼性や客観性を高めていく。

（４） 研究成果の普及の方策
①平成１５年 ９月２６日（金）東青管内小中学校校長研究協議会
「学力向上フロンティアスクール」の実施について概要説明

②「学力向上フロンティアスクール」の中間報告として資料作成
地区の学校への配布

③地区内の学校の要請に応じて「学力向上フロンティアスクール」の実施につい
て概要説明

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級
１３～１８学級 １９～２４学級
２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導
一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 社会 算数 理科
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無
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【特色ある取組事例としての紹介したいポイント】

・ 自ら学び、自ら考える力を身に付けさせるために、児童に「使わせること 「考」
えさせること」を明らかにしながら進める授業。
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